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19世紀末期英國。

亞瑟．洛朗特伯爵為了孩子們找來了新的女家庭教師。瑞秋．布倫南。

看到這位聖潔美麗的女性，孩子們不知為何不願意對她敞開心房，

一直抱以冷淡的態度。

http://www.allinfo.top/jjdd


瑞秋雖然感到疑惑，但仍真摯地面對他們，努力打破隔閡。

對她那努力的模樣，

洛朗特家的次男?威廉獨自在一旁以冷冷的視線注視著她---------。

作者介绍: 

船戸 明里（ふなと あかり、英語表記:Akari Funato、1973年3月21日 -
）は、日本のイラストレーター、漫画家。女性。愛知県出身、在住。

船戸
明里は本名。高校2年次、さとあきらのペンネームで同人活動を始め、デビュー数年
後（1998年）まで続ける。

1993年、隔月刊誌「電撃メガドライブ」にてデビュー以来、ゲームの原画やゲーム
原作のコミカライズ、小説の挿絵まで幅広い仕事を手掛けている。

仕事の時期によってディテールには幾分かの変遷が見られるものの、比較的細い線で
描かれた透明感溢れる端正な絵柄を以て、硬軟取り混ぜた雰囲気あるキャラクターを
丁寧に描きあげる仕事は一貫して変わることなく、ファンを惹き付け続けている。

現在、オリジナルの漫画『Under the
Rose』をWebコミック「スピカ」（幻冬舎発行）にて連載中。自身を「イラストレ
ーター」と称しているが、この作品を始めとして綿密な取材を元に土台となる世界を
構築し、群像劇の形を採りながら抉り込むように人間心理を描き込んでいく漫画家と
しての手腕を評価するファンも多い。

2008年、3月韓国のサイトで自分の絵が無断転載された事について厳しく非難した（
現在、幻冬舎コミックスから韓国の出版社に問い合わせ中）。
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青年向

長鴻出版社

漫畫

菊家

评论

画风越看越顺眼，威廉眉眼间的高冷气质简直帅炸，不过性格太腹黑，会故意搞一些会
让人上当的小动作或者把女仆烫伤的S情结加上恋母还真是恶趣味→
→虽然很符合他的处境，而且每次都看得我心跳加速。第二卷的分镜也比第一卷流畅。
布伦南性格超认真，想想被剧透的结局，发现自己对于天然（略带点儿圣母向？）属性
真心苦手。

-----------------------------
船户明里自己都盗版森薰！画风都这么像

-----------------------------
威廉跟安娜的相处模式很容易让人想起儿子与情人，而且书里的大儿子也叫威廉，感觉
作者肯定是用了这个梗啊www莱纳斯跟阿鲁巴特好萌，特别喜欢艾札克！

-----------------------------
人物塑造非常成功，威廉是最大的秘密。

-----------------------------
可爱的妹抖果然都是要悲剧的..

-----------------------------
莱纳斯回来啦！！！明明最讨厌这种喜欢伤害别人又伤害自己的臭屁小鬼，但不知为何
就是无法讨厌他，而且很喜欢。这卷主角是威廉和新来的家庭教师瑞秋。不得再一次感
叹船户氏的作画细节、分镜，以及看似平淡却读起来津津有味的故事。这套书必须败原



版。另外，卷末的小漫画也很有爱

-----------------------------
不知不觉代入了莱纳斯视角，其实他心里早就明白了母亲死亡的真相，只是不敢承认吧

-----------------------------
冬天的故事那个结尾，哎，被击倒了

-----------------------------
常看到有人拿这部作品和森薰的《艾玛》做比较。嘛，虽然这部的画工也很精湛，但我
还是更喜欢《艾玛》那样温馨治愈的剧情。这部的话，故事中的人物性格都太扭曲了。

-----------------------------
自古以来黑发是最容易出腹黑病娇的！！

-----------------------------
女主人设一开始很容易让人出戏到森薰笔下的艾玛，但是看到后面发现她的个性更强势
一点
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